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本製品のセットアップ作業を説明していまず > 手順にしたがって作業を行ってくださし、。 


使えるようにずる 


■ - 

1 OS を起動しま束 


まだ本製品を接続しないでください。 

本製品は手順 4 になってから接続しまず> 


■ 


と 本製品 W 外の US 巨機器をできるだけ取り外しまず > 
〇 下の作業を行いまず。 


C Mac 日5 X の場合 （1 日 .1 〜1日- 3) _ ) 

《Mac os X 10.4 W 降をお使いの場合は、手順 4 へお進みください。 

「みスクユーティリティ (Disk Utility ) 」を起動しまず。 

[起動ボリュームト[アプリケーシヨン]一[ユーティリテイト[みスクユー 
ティリティ]を開きまず） 

( Mac OS g の場合 _ ) 

〇 「機能拡張マネージ巾」を開きま丈 

II - [コントロールパネル]一[機能拡張マネージャ]をクリックしま束 

© [File Exchange ] を無効にしまず（[ X ]を外ず）。 

© [再起動]ボタンをクリックしま丈 Mac OS が再起動しまを 


(Mac OS 9の[機能拡張7ネージ巾]画風 



4 パソコンに接続しまず > 


〇 電源ケーブルをコンセントに接続しま丈 
@ US 己ケーブルを本製品の US 己ポートに接続しま丸 



巧 US 己ケーブルをパソコンの US 己ポートに接続しま丈 

W ※本製品の電源/アクセス ( POWER / ACCESS ) ランプが青色に点灯し 
まず。 



• US 巨コネクタの向きにごま意 

US 巨コネクタは接続で'きる向きがミ夫まっていまを 
接続しにくい時は無理をせずに、コネクタの向きを 
ご確認ください。誤った向きで無理に接続しよラと 
ずると、 USB ケーブルや USB ポートが破損ずるお 
それがありまホ 


5 初期化します。 

(Mac OS X 10.4-10.5 ) 


本製品はご購入時、フォーマット済み （ 1パーテイシヨン、 FAT 32) でず。 

そのままご使用いただけまずが、 Ma 巳日 S X のみでお使いの場合は、初期化(フォーマット)ずることをおずずめしま丸 

•ネリ 期化(フォーマット)ずる場合 
Mac 日 S 拡張(ジャーナリング)お式でネリ期化しま丈 

詳しい手順は、画面で見るマニュアルの [ Mac 日3 X での初期化]-[日 S X 1日.4の場合]を参照してください。 

《Mac OS 1 0.2 X と10.3 xW 降のパソコンで併用ずる場合は 、 Mac OS 破張を選巧してください。 

•ご 購入時のまま （ FAT 32) でお使いになる場合 

裏面の [ Ma 巳日 S X 1日.4〜1日.已 FAT 3 S フオーマットでのご使用につし、て]をご覧になり、次(手順 6) におずすみくださし、。 


f Mac OS X 10.己をお使いの場台 

OS の仕様により、7已 0 G 巨 W 上の HDD をフォーマットしようとずると エラーが 発生しま东 
7己 0 G 巨 W 上の HDD を使用ずる際は W 下の手順でフォーマットを行ってください。 

〇 デ< スクユーティリティを開き、[パーティション]タブを選が!してください。 

©ボリ ュームち式を「1パーティション」に設定してください。 

©オプション ボタンをクリックし、パーティション構成画面を表示しまず。 

データドライブとして使用ずる場合は 「 Apple パーティション」を IntelMac のみで、使用し、 OS をインス! -- ルして起動ボリ ューム にずる 
場合はに UID パーティション」を選んで、ください。 

^ © 「適用」ボタンをクリックして、ノ t - テイシヨンの作成を行いま东 _ 


〔Mac 日 SX 10.1〜10 .3 J 

〇 本製品 （ I - 日 DATAHDCN - UMedia ) を選びま丈 0 [パーテイシヨン]タブをクリックしまず。 



※画面は Mac OS X 10.3 .3 での例です。 

©こんな 時には ••• _ 


本製品が表示されない 


参本製品が表示されるまで時間がかかる場合がありまず， 
わラ数分お待ちください。 


@ 初期化の設定を行いまず。 

■ボリュームの方式：1パーティション 
■フォーマット : Mac OS 孤張 

または Mac OS 孤張(ジャーナリング) 

《Mac OS 1 0.2 X と10.3 xW 降のパソコンで併用ずる場合は、 
Mac OS 破張を選巧してください。 

〇 [パーティション(日 K )] ボタンをクリックしま丈 

0 [パーテイシヨン]ボタンをクリックしまず> 

初期化が始まります 



初期化後、 W 下の画面 
が表示される場合があ 
りまず> 臓ける]ボタン 
をクリックしま丸 


〇 


たヴトレたディ i ク t け， Mjk Di X 
ないが， J ユームがれ TUtT , 口い JM 

y ユーム化 t ク4 7 タレ》 
T * キ C 7 仁 レた スクで » けち* I け ■ttWl 
ウリバし ■す. 


クリック 


-- ft 夕出'む 


※画面は Mac OS X 10.3 .3 での例です。 


この画励ま表示されでからしばらく経つと消えてしまいまず> 
消えた可能性がある場合は、一度パソコンに接続している USB ケ 
ースレを巧き差ししてください。 


(Mac OS 9.1-9.2.2 ) 

〇 右の画面が表示されまず， 

〇 「名前」に本製品に付ける名前を入力しま丈 
0 r フォーマット」を [ Mac 日 S 拡張]に謀定しま丈 

d [ネリ期化]ボタンをクリックしまず， 

後は画面の指示に従って < ださい。 

0 手順 3 を参考に 「File Exchange 」 をち効にしまず （[ x ] をイ寸ける）。 


裏へ続く ♦ 


このデウロ，こめコンビューサで込むこ 
とがで》正せん，デ f 3^クモ巧 IIB 1 ヒ L 正すホで 
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アイコンが表示されていない、ランプが点巧していない場 
，ず* 合は、一度、パソコンに接続している USB ケーブルを巧 
き差ししてみてください。 


基本操作 


•本製品を使う上での操作について説日月します。 


【接続する】 

本製品はいつでも接続することができます。【使えるよろにする】の手順 4 を参照し、本製品を接続してください。 


【取り外す】 

〇 本製品のボリュームをゴミ箱に捨てます。 
©本 製品を USB ポートから取り外します。 


i \ Q 琴 雲-な 

(Mac OS X) (Mac OS 9) 


Mac OSX 10.4〜10.5 FAT 32 フォーマットでのご使用についで 


•本 製品の出荷時が態 ( FAT 32 フォーマット)でそのままご利用いただけますが、下記にミ主意してください。 
■ FAT 32 フォーマットでご使用いただける 1 ファイルの最大サイズは 4 GB までです。 

■本製品をマウントする場合に時間がかかる場合があります。 USB 2.0 接続で数十砂かかる場合があります。 

■Mac OS X のみでご使用いただく場合は、 Mac OS 破張フォーマットでご使用いただくことをお勤めします。 
フォーマット手順は画面で見るマニュアルを参照ください。 


,本製品使用上のごを意 


•ケー ブルを取り外すときは、ケーブル部分ではなくコネクタを持って取り外してください。 

•ご 利用の本体との組み合わせにより、スタンバイ、休止、スリースサスペンド、レジュームなどの 
省電力機能はご利用いただけない場合があります， 

参 本製品にソフトウェアをインストールしないでください。 

0 S 起動時に実行されるプ□グラムが見つからない等の理由により、ソフトウェア（ワープ□ソフト、ゲームソフトなど）が 
正常に利用できない場合があります。 

•化の USB 機器を使う場合は下記にを意してください。 

■本製品の転送速度が遅くなることがあります。 

■本製品を USB ハブに接続しても使えないことがあります。その場合は、パソコンの USB ポートに接続してください。 
•本 製品からの 0 S 起動はサポートされておりません。 

•Mac OS と Windows では、フォーマットお式の違いにより併用することはできません。 

(Mac OSX 10.4 〜 10.5 で FAT 32 フォーマットで使用する場合を除く） 

•Mac OS X でコピーする際は、ファイルシステムの違いに注意してください。 

コピー元とコピー先でファイルシステムが異なると、エラーが発生する場含があります， 

その場含は、ファイル名は字や义字数）を変えてください。本製品を 「Mac OS 拡張 J でネリ期化して使うことをおすすめしま不 


•本 製品はい\°—テイシヨンで使用することをおすすめします。 


画面で見るマニュアルについで 


【困ったときには】などの情報があります。ぜひご覧ください。 

弊社ホームページのサポートライブラリより、 「 Mac 版画面で見るマニユア J レ」をクリックして、または 「 Mac 版画 
面で見るマニュアル」をダウン□ー ドしてご覧ください。 

一 http :// www . iodata . jp / support / product / hdcn - u / 
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Copyright (C) 2007 -2008 1-0 DATA DEVICE, INC. All Rights Reserved. 

























































